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人cl 246，45宮人

殺事事 82，532君主務
(平成 3年 1月 1日現在)

箇
朗
読
家
と
い
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、
自
の
不
自

由
悶
な
方
の
た
め
に
本
を
読
ん
で
あ

げ
る
部
屋
や
、
お
諮
コ
ー
ナ
ー
が

設
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
い
て
あ
り
、
図

醤
品
開
の
職
員
が
子
供
た
ち
に
本
を

読
ん
で
あ
げ
る
部
震
で
、
子
供
が

新
し
い
風
、
生
涯
学
明
由
時
代
を
迎
え
、
学
習
や
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
と
図
書
館
の

自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
も
な

整
備
は
、
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
裏
一
望
も
高
い
こ
と
か
ら
、
新
平
球
市
総
っ
て
い
ま
す
。

合
計
扇
で
は
、
公
民
館
の
怒
傍
充
実
と
図
童
僚
の
建
設
を
計
溢
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
体
大
人
向
け
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ブ

ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
と
い
っ
て

育
館
付
き
公
民
館
は
、
金
田
、
金
百
地
町
民
に
完
成
し
、
大
神
地
区
に
は
新
し
い
公
民
館
が
建
設
さ

二
十
勝
の
ソ
フ
ァ
ー
が
置
い
て
あ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
一
二
月
末
に
神
沼
地
区
に
体
育
館
川
刊
さ
公
民
館
と
、
こ
れ
に
併
設
し
て
図
り
、
雑
誌
や
新
問
、
経
読
書
な
ど

書
銀
が
完
成
し
ま
す
。
続
い
て
、
旭
地
区
に
体
育
館
付
き
公
民
館
と
、
図
書
館
の
建
設
が
進
め
ら
を
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま

れ
ま
す
o

そ
れ
で
は
凶
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
体
育
館
と
神
悶
公
民
館
、
北
関
書
舘
、
市
す
。
こ
の
内
六
郷
は
、
ヘ
ッ
ド
ホ

コ

ー

ン

で

三

十

六

チ

ャ

ン

ネ

ル

の

経

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
岱
つ
の
機
能
を
持
つ
、
複
合
施
設
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う

c

音
楽
を
楽
し
む
装
援
が
付
い
て
い

複
合
掘
抗
酷
で
あ
る
神
田
公
民
館
た
め
、
神
田
高
校
北
側
(
田
村
五
別
々
に
ロ
ッ
カ
ー
笠
が
付
い
て
い
ま
す
。

と
北
図
書
館
は
、
一
一
階
穿
て
で
、
一
五
五
番
地
)
に
問
地
を
求
め
緩
ま
す
。
さ
ら
に
子
供
の
い
る
お
母
お
年
寄
り
の
た
め
に
は
、
畳
コ

一
階
部
分
に
公
民
館
が
、
二
階
部
設
し
て
い
ま
す
。
さ
ん
の
た
め
に
、
幼
児
室
も
備
え

l
ナ
ー
が
あ
り
、
畳
に
鹿
っ
て
く

分
に
璽
毘
闘
が
入
り
、
隣
接
し
て
懇
物
の
外
観
は
、
赤
味
か
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
本
を
読
む
こ
と
が

東

側

(

写

真

右

側

)

に

体

育

館

が

た

御

影

(

み

か

げ

)

石

を

張

り

付

で

き

孟

す

。

配

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

高

は

、

け

た

感

じ

の

モ

ダ

ン

な

建

物

で

管

理

@

運

欝

そ

の

外

、

A
V
コ
ー
ナ
ー
に
は

南
側
中
央
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
。
体
育
館
と
図
書
館
の
屋
根
公
民
館
は
、
従
来
ど
お
り
生
涯
外
嵐
映
画
を
中
心
と
し
た
ビ
デ
オ

白
的
場
所
へ
行
け
る
よ
う
機
能
を
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
た
め
、
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
約
九
吉
本
と
、

C
D約
一
千
枚
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。
面
積
は
二
千
天
窓
ト
ッ
フ
ラ
イ
ト
と
い
う
明
か
点
と
し
て
、
神
沼
小
学
校
区
域
の
霞
き
、
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
も

八
百
平
方
討
。
り
取
り
を
利
用
し
て
、
部
屋
全
体
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ち
ろ
ん
そ
の
場
で
ヘ
ッ
ド
ホ
l
ン

建
設
し
て
い
る
場
所
は
、
現
在
を
明
る
く
し
て
い
ま
す
。
建
設
費
ま
す
。
に
よ
り
聴
く
ζ
と
も
で
き
ま
す
。

あ
る
神
的
公
民
館
の
敷
地
が
狭
い
の
総
額
は
八
億
七
千
三
百
万
円
。
体
育
館
は
、
コ
ミ
コ
一
一
テ
ィ
ス
図
書
館
の
蔵
書
は
、
雑
誌
か
ら

}

-

-

}
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ふ
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1

ツ

と

し

て

、

市

民

の

み

な

さ

文

学

妻

、

学

術

書

、

辞

典

類

な

ど

木

喜

一

割

減

龍

司

日

誌

弐
h
語
大
法
措
叫
ん
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
に
四
万
二
千
冊
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

長
考
F
3
Z雪
4
E
b
t司
3
2
1
4
e
e
E品
4
主
&
全
市
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
が
、
最
終
的
に
は
、
六
万
冊
の
蔵

く

つ

ろ

げ

る

思

い

フ

日

戸

た

だ

き

ま

す

。

警

と

な

り

ま

す

。

特

徴

は

、

地

域

戸
籍
や
住
民
家
な
ど
諸
註
明
の
性
を
生
か
し
た
関
芸
図
書
コ
ー
ナ

一
階
に
あ
る
神
田
公
民
館
(
五
撃
が
あ
り
ま
す
。
交
付
レ
皆
一
汀
う
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
ー
を
設
け
た
こ
と
で
す
。

百
八
十
五
平
方
針
)
は
、
玄
関
を
体
育
館
は
、
パ
レ
1
コ
ー
ト
二
は
、
公
民
館
の
事
務
室
で
取
り
扱
ま
た
、
平
塚
市
盟
書
館
(
本

入
る
と
繕
八
灯
、
奥
行
一
一
十
五
抗
菌
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
三
溜
い
ま
す
。
館
)
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
い

の
広
い
フ
ロ
ア
が
あ
り
、
ホ
テ
ル
と
れ
る
広
さ
(
七
百
瓦
十
凶
平
方
な
お
、
公
民
館
、
市
民
南
部
ロ
セ
る
の
で
、
南
館
に
あ
る
全
滅
書
の

の
ロ
ビ
ー
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
雰
れ
)
で
、
卓
球
台
八
台
が
用
意
さ
ン
タ
l
の
開
館
時
錦
、
取
り
扱
う
検
索
と
予
約
が
で
き
ま
す
。
パ
ソ

箇
気
で
、
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
を
業
務
、
休
館
日
な
ど
は
、
従
来
ど
コ
ン
も
讃
い
で
あ
る
の
で
、
自
分

ま
す
。
も
よ
ち
ろ
ん
、
体
育
館
と
北
利
用
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
男
女
お
り
同
じ
で
す
。
自
身
で
検
紫
し
、
好
き
な
本
を
選

図
書
館
を
利
用
す
る
人
も
こ
の
ブ
唱
』

-eta-嶋
田

;
I
f
Z
2
3
3
F
F

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ
ア
か
ら
入
り
ま
す
。
床
は
グ
レ
市
広
℃
人
一
一
寸
寸
前
刑
庁
叫
帆
一
議
霞
本
を
借
り
る
と
き
は
、
図
書
館

ー

を

基

謁

に

黒

の

ラ

イ

ン

が

入

っ

へ

由

貿

録

し

て

い

た

だ

く

と

、

利

用

た

シ

ン

プ

ル

な

も

の

で

、

即

位

は

地

ピ

デ

ズ

や

む

9
の
貸
し
出
し
も
券
が
発
言
」
れ
、
そ
の
利
用
券
で

域

の

特

産

品

を

表

現

し

、

大

理

石

凶

符

借

り

ら

れ

ま

す

。

ピ

デ

オ

と

の
モ
ザ
イ
ク
で
造
っ
た
、
河
枯
ら
二
階
の
図
書
館
へ
は
、
公
民
館
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
一
基
用

C
Dは
一
人
二
本
ま
で
で
す
。

ζ

の
花
」
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
り
ま
の
入
口
か
ら
フ
ロ
ア
を
還
っ
て
、
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
利
用
券
は
、
本
館
と
共
通
な
の

す
。
正
面
の
階
段
を
上
が
る
と
、
隠
書
図
書
館
は
、
子
供
向
け
コ
ー
ナ
で
、
ど
ち
ら
で
登
録
さ
れ
て
も
結

部
屋
は
、
吉
百
十
人
入
れ
る
集
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
ま
す
。
こ

i
と
大
人
向
け
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
構
で
す
。

会
案
、
妨
音
装
置
付
き
の
視
聴
覚
こ
で
は
、
図
書
を
借
り
る
た
め
の
れ
て
い
ま
す
。
子
供
向
け
コ
ー
ナ
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

室
、
調
寝
室
、
和
寧
1

そ
れ
に
打
利
用
券
の
受
録
や
本
の
貸
し
出
し
ー
に
は
、
関
覧
机
が
あ
り
自
由
に
午
後
四
持
五
十
分
ま
で
、
月
間
曜
日

ち
合
わ
せ
等
に
利
用
で
き
る
整
拍
を
し
ま
す
。
障
害
者
の
み
な
さ
ん
本
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
対
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
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(2) 

3月 器{自〉

トップクラスi二

国学

に輔副

昭
和
五
十
七
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
総
合
公
園
は
、
三
月
に
総
合
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ふ
れ
あ
い
動
物
騒
が
落
成
し
、
す
べ
て
が
完
成
す
る
。
な
お
、
完
成
記
念
と
し
て
、
日

本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
四
チ
ー
ム
安
迎
え
て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
に
、
み
な
さ
ん
を
ご
招
待
す

る
ζ
と
に
な
っ
た
。

ζ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
観
戦
を
。

1'17.幹バレーボール

平成ごヨ年2~寺守 58

テニスコート νJ杓 m紫

3月未、総合公閣内に完成する総合体育館、主主ホブーJレ、 •• 

テニスコ トの利用告書始Hと利用方法が決まった。詳しくは日

後日、広報紙でお知らせするが、 4~ :5 FJの利用に際して、 :: 

2 ---3 fiの時点で申し込ま怠ければ利用できない図体につい !! 
て、今関お知らせする。

や利用期間 1 月 5 口 ~12月 27El の今前 9 時~今後 9 時 :: 

G休館日 勾主年始、毎月曜日(月曜日が休日のときは翌符) n 
{総合体湾舘(溢水ブー)!--含む)] 

手IJj蒋喜男女告ー 5月 1S(水)

心不当泊できる施設 第 1 ・第 2 .第 3体 背 室 、 第 1 ・第 2武 ;; 

道場、弓道場、桂査本ブー Jレ (50;~、 25;，;:;)

() 3 rJに申し込む必要のある対象E主体(5月利用分

・対象EJj体 試合および練穏を予定するE主体 5 

・申込期間 3汚 10日(印~問(日! !

o申込方法 指定予備申込書で申請し、許可された場合、利
jj 

F号する出口から10日前までに正規の利用申請を行う。

。使用料 (1時間単位) 各施設とも 般、大学生、高校 jj一

生、中学生以下に分かれている。使用料はお尋ねを。::

{テニスコート}
手当局詩書始・ 4月 2認 (*.) i! 

利 用 に ついてはチーム驚識は人以と)が必要となる。賓 i; 
任者の印鑑をお持ちのうえ、受蕗申請をo 2月15日(金)か .• 

ら受け付ける。 日

02~3 月に申し込む必要のある対象団体 (4 ~ 5月利用分) ;; 

・対象団体登録チームで試合および練習を予定するチ一 日

・申込期間?丹開制 ~22臼側、 4 月利消分 !! 0，否乏
:詩書側帯

3月10日 (日) ~17 日 (沼)、 5 B 11 !1 書官室官言

。串込方法指定の予備申込書で申請(重複した場合は抽 ..認を主主

選)し、利月iする日の30白から10日前までに正規の利用申 i 蕊i空揚
請を行う ..詰主立

ζ 使用料(コート 1菌 2時間単位) 一般1.000得、大学生計震と竺

900丹、高校生町 3向、小劇中学生7叩同 誌と主呈
※問い合わせ先総合公豊富管理事務所(電話35-2233) てな十

や苧も評判#引』引#叫尉勺~-弔~四日鉄弔4尉申込砕吋』叫伊7 を jレ名「

号費¥品ス
催ト草葺イ
す・ ス
るパヨぜ
こリルブ
との「チ
巴磁こヲ
モ53きと
た公エ
。三三:コ

レ」二よ
宇震っ
そ?とJ

主主同
窓生
ら

く〉警護託員
・資格 4}jlH現在45歳以下のk 子

・勤務場所 平塚市北凶書館

く〉綴待機長
-資格 H曜日、祝日に勤務できる 18

歳以ヒの健康な方

・勤務場所 平場市民警館または北図

書 館

こ
の
展
覧
会
は
、
ス
イ
ス
ジ

ュ
ネ
1
ブ
の
プ
チ
B

パ
レ
美
術
に
残
る
画
家
(
ヴ
ァ
ン
@
ド
ン

舘
が
所
蔵
す
る
作
品
の
中
か
ゲ
ン
、
ア
ン
ド
レ
・
ド
ラ
ン
、

b
、
ロ
シ
ア
人
一
曲
家
ニ
コ
ラ
ユ
ト
リ
口
、
キ
ス
ソ
ン
グ
、
ル

ス
・
タ
ル
コ
フ
の
作
品
五
十
点
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
)
の
作
品
を
あ

と
タ
ル
コ
フ
が
少
な
か
ら
ず
か
わ
せ
、
間
同
点
を
展
示
す
る
。

か
わ
っ
た
エ
コ
ー
ル
・
ド
B

パ

(
3月
初
日

3
5
R
5臼
)

。
一
離
法
樺
相
訟
2
丹
羽
臼
(
ホ
)
、
幻
自
(
水
)
、

3
月
6
日
(
ホ
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
壇
話
で
も
可
)
、
日
時
5
時
時

。
埠
且
嗣
郎
、
棋
託
、
測
綴
相
識

3
月
8
日
(
金
)
、
日
時
i
M時

〈
〉
一
般
市
渓
相
識
悟
呂
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
・
第
2
@
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
相
談
2
月
羽
田
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

3
月
1
日(金)、
8
日(金)、
9
時
ら
吋
即
時

。
定
例
年
余
樹
畿

3
R
H
日
(
木
)
、
日
時
1
日
時

。
尭
明
考
軍
特
許
相
談

3
月
4
日
(
月
」
、
日
時
1
日
時

。
下
舗
取
引
相
識
2
丹
幻
自
(
木
)
、
日
時
却
分
3Mm時

。
住
宅
相
談
(
新
築
補
修
な
ど
)
2
月
四
日
(
火
)
、
日
時
〈
〉
日
時

?
 

を
響
少
年
相
談
護
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
5
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

や
悩
み
ご
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
i
E
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
j
t
i

同
時
却
分

福

祉

会

舘

お

i
ム一一一一一一一一一一

〈
〉
心
続
ご
と
輯
綾
普
通
月
曜
日
、
日
時
i
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
垣
超
H
1金
曙
目
、

9
時
i
M時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
、
日
時
tiip

日
時

(第
3
日
曜
臼
を
障
く
)

。
母
子
相
談
毎
週
月
S
金
曜
日
、

9
時
S
M時

。
車
鹿
市
児
盤
棉
訟
毎
週
月
う
金
曜
呂
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
輪
車
輯
銃
器
週
丹
1
金
瞳
呂
、

9
時
回
分
'l
、
白
時

(
土
曜
日
詰
同
時
ま
で
、
第
2
・
第
4

土
曜
日
そ
除
く
)

。
靖
人
組
鶴
毎
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
3
日
時



ボランディア人形議長j

し
ミ〈こと〕 γγ;くで主交換

で sl ;;1マ午マぜレをのテ的寄じ
貸書な(番前放ひど市jみィにりて広

館お T 組 11枚、神作ア、と、幸E
出夜、 V 名 u寺 日 ご 奈 しぎ、?苫の青課
す聴脱衣 45 覧 1'1だんふ綴ふ少で
。党晩、 一 こ 分 2 いで。をれをれ年は

ごララし ん 1月 た 放 二紹あ続あの
手当イた に~ 16だ絞月介いけい育
刻フピ ち 15臼きさ fす宅るな成
者ラデ は分(たれ六 る 急 ボ ど や

-0 リオ 神 間 土 い る l守番使ラをお
i は 奈~ '---~ 0 0 ヨ 一組しーン年

ローレンス市の総介

，姉妹都市調印式む紹介

・ローレンス友好t耳目平塚訪掲の紹介

'交流事業の紹介

咽キャラクタ グツズの毅売

槍記念品の配布 3 H 2 tヨ、 3日

部い合わせ 萌 I課商業保(内線

き

ころ
プロフィール 1981年 )11口市立高校卒業桂旭化

成位入社。 1988年 大 臨 隠 際 立 子 マ ラ ソ ン で 日 本

最高記舗を出す。ソウルオリンピックに出場。

。入場務街。 主撃のご来場はご議選量殺。
問い合わせ 勤労金書官室電昔話32-3355

童藷4ブ忠喜雪

市役所の窓に来なくても丘明が:;;z

けられるよう、みなさんのおイiまいの

くに市災窓口センターを開設している。

例年、このロ訴はr15 県民税と巧「得税

の申告期のため本庁舎内の窓口が混雑す

る。諸訟明が，[e、聖書なときは、民主主fIセ

ンターのご利川を。

詰再設場所 駅前市民窓口センター (M

Nピル10階)、大野、設問、神出、域

島、 金田、 金f-j、 乙二民、 内訳、胤北、

時崎公民館内市民窓口センター

ー開設時間 平日午前 9時~午後 5時

(そのほかは市役所本庁存と同じ)

。取扱業務 戸籍謄 .pt本、自民主淳、印
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主主び

'lZ耳~3年2月τ58

)!jl?;詩話詰説長!詰記出話;詰話詰i長詰i詰::!i議 i穣之犠璽欝欝欝額譲欝欝轟喜

;円1守ii2;!告:i号i自苦採自!告出担自1足問山i月与:Fi轍霊i韓麟鵠鱒jii;i!i!
2叶日目立iigtFh均蟻饗饗時離欝鱒鵜麟ZEiizH包

抑制日告A5ii持鱗常盤轟轟議騒if;iifii
ヲい HhE44♂私選麟鱒鱒韓額五霊が美 雪け言行持22他 -42 生ーで喜思 議酔露連麟警鱗麟鵠饗欝謬欝ド駐日日

2ぅ LVこじれ中 一一Lr-J21S勺 2
市整喜平年ztifE12i??iii持轟輪島子主計時jl誌上
ょの移すZR2Hci?行者自己へ立離議高出守門会
豆 zF2;堅持ま 長岡妻、受鱗議 華料七二輩て日
ι 士村山立。三ici出市帯電盤欝 て112弓ド言日ドれ
凡募金一九-"'~わわし言最と、しむし!っ時騨 熱 i謀ぃ丘し

j出i懇話ihiiiii;ii;ii;iiii:!iiiEifjiijlii;;jiijm
i討♂!詰114iilidrF5125154;し13iipinidiA155きf理 可たき PR白書記。???ii三三長野持ifzZ 3325fifiT匂訂支持
持長円ドEJそ時間誌を害事私議離轟轟 仲野535急守主事詩;22与え旨

ffi民FiiEfjiii瞬間品番号isHiiii!?続出
持HizzH432轡 Mdiiiu 議出 imguifiiy差問鱗大山晴dzii!;iii

時機ご守 V 内 't"r 

!日iiE5221i1552G民間iiiHiiH15iiiji世話i
市民主計H特12hhZ2242ig言て ob。きohdi;前半戸市長ortE与え55持品写会ドき室長iEZF許宗型 ZfRドEd25日252zzzazs
ii;ii民主主主 ブ担君主義55ii
?;15ifp i3ii平長詐iii!?iii2
U2ii U-ii-j査手土iA2iiiZE
:!??fiijiiiHt?ii桔127i
話ミム EHI広言号戦三量 γ計五雪it 

まきを事

語
。
一
日
本
サ
ッ
カ
i
リ
ー
グ
一
部
公
式
戦
(
者
創
刊
)

捕
一
般
一
千
円
、
中
・
高
校
生
六
百
円
、
小
学
生
三
百
円

・2
R
U品
目

(
B
)
H持
東
芝
対
日
産
自
動
車

-
3月
2
B
(土
)
日
時

N
K
K対
ヤ
ン
マ
1
デ
ィ
ゼ
ル

・
3
月
3
臼
(
日
)

M

H

叫
吋
臼
産
自
動
車
対
一
ニ
菱
自
動
車

姻

3
R訪
日

(
B
)
M時
東
芝
対
N
K
K

〈
〉
臼
本
サ
ッ
カ
ー
リ
i
グ
二
部
公
式
戦
(
有
料
)

親
中
学
生
以
上
四
百
円

-
2月
日
臼
(
土
)
H時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
大
阪
ガ
ス

。
そ
の
外
の
試
合
(
入
場
自
由
)

-
2月
幻
自
(
日
)
日
時
県
第
二
種
サ
ッ
カ
ー
二
一
位
決
定

川

H

U

時

打

H

決
勝
戦

・2
河
川
山
日
(
司
)
8
時
み
ん
な
で
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ

-
3月
訪
日
(
白
)
8
持
月
例
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

話を開く態度を忘れない

詞時 2~28悶〈木〉
13: 30........15守 00

会場中央公民舘ホール

言語締なだいなだ氏(精神科医、作家)

申し込み はがきまたは電話で社会福祉協議全へ。

・干254平塚市追分 1--43福祉企輯内

平場市社合福祉協議企篭話33--2333

4丹品調

出繍午前8時四分

釣り主義 平塚j中(大喜幾~茅ヶi癒)
唾参加草壁描 高校生以ヒ

事 1JQ料 5，000内

申し込み次の釣 り 宿 へ 直 接 ま た は 電 話 を

・翠漁丸電話22~5956

・3支八三L J! 21-0904 

tt~台.efl :*t. !I 21-.1312 

・IJこ三郎.JL "21-1012 

問い合わせ 商工課親光係{内観549)

とき



重喜4アおき雪〈お〉

と
ハ
ブ
一

ま
?
}
た
が
、

し
そ
う
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
保
育
室
に
い
た
市

子
供
た
ち
の
迫
力
に
、
ど
こ
ん

く
に
逃
げ
て
い
っ
て
レ
ま
ヮ
た
こ

か
わ
い
い
鼠
が
大
勢
い
ま
す

G

と
で
し
ょ
う
っ

赤
殿
、
青
山
品
、
緑
哉
、
な
か
に
は
ま
た
、
最
徒
に
す
供
た
ち
は
、

黒
鬼
ま
で
い
ま
す
。
一
一
旦
を
年
の
数
だ
け
食
べ
ず
¥
こ
の

今
日
い
は
、
保
育
閣
で
割
高
児
が
予
一
年
間
、
病
気
を
し
な
い
業
し
い

作
り
の
鬼
の
お
釘
を
か
ぶ
り
、
豆
年
と
な
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

ま
さ
吾
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
し
た
。

/'-.、

く〉免許J委主f卒事ぎ童宮(謹話 II

間組藤田 京球、ハドミン h ン、パスケッ

ト、軟式珪球(，~同時〉、ノ\ν 、16時へ)

2 }守 25S(汚)午後 1時~午後呂

~ 3 J奇ヨ(見 11

。金約公渓重富体事著書言電話31--2136)

っき詮際公渓議室像資童書(篭話58 0101) 

※会[ヴ令念日公民1到すむ開放口と開放穐日は

じ

暗号放覆邑 パレー (9 時~13持)、ノミドミン

干、ン、"け求 ι6&'町、パスケット(16

日三一ν20L正予)、

2 Jヲヨ(汚〕午前 9時~午後 8時

， 3 月 4，ヨ (月) ノノ

~ 3)寺1BS (月) ノノ

Jえ

公
管
同
事
業
所
で
は
、
平
塚
競
輪
一
マ
募
集
忠
誠
特
観
跨
り
ゅ
腐
食
堂

一
場
内
に
あ
λ
即
売
法
に
山
応
(
刊
一
月
一

2
席
問
調
、
欽
食
売
内
出
9
民
錦
、
替

市
で
は
自
治
会
や
子
供
会
な
一
な
お
、
同
汚
か
ら
九
月
土
品
で
の
一
か
ら
九
日
け
ま
で
の
六
か
月
間
〉
を
一
通
中
町
民
6
応
談
議
選
)

ど
、
市
ぺ
丸
山
川
悼
の
み
h
fさ
ん
が
池
一
期
間
の
利
用
山
市
レ
込
み
を
受
一
口
付
一
重
ゐ
さ
れ
る

yJの
申
し
込
み
そ
受
一
マ
応
募
資
格
宮
市
内
に
1
勾
以

域
で
活
動
す
る
と
き
に
、
ふ
れ
い
あ
一
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
希
自
主
さ
れ
一
け
付
け
る
。
一
上
お
住
ま
い
で
、
住
民
登
録
ま
た

い
を
通
〕
て
楽
し
く
行
一
え
る
よ
λ
J

一

る

団

体

は

、

一

月

十

五

日

(

金

二

一

は

外

間

四

人

登

録

が

さ

れ

て

い

る

こ

イ

ベ

ン

ー

品

監

を

貸

し

出

し

て

一

ま

で

に

、

地

域

づ

く

り

諜

市

民

生

一

一

と

素

手

る

語

と

管

業

い
る
o
w
」

利

用

を

。

一

括

係

(

内

線

(

六

一

一

)

に

い

認

し

一

一

務

を

1
年
以
上
し
て
い
る
こ
と

リ

ド

ロ

一

込

み

を

。

一

一

沼

市

民

税

な

ど

、

市

の

徴

収

金

の

料

開

凶

一

一

…

v対
象

自

治

会

、

町

一

内

会

、

工

一

滞

納

が

な

い

こ

と

附

附

L
H

二

T
供

会

、

青

少

匂

去

な

ど

、

建

一

一

マ

雲

す

る

も

の

雪

山

民

事

象

d

立

制

~

一

一

で

活

動

す

る

間

体

た

は

外

国

人

見

込

録

守

党

説

明

需

品

募

緑

川

u
m

一

二

V

設

し

出

し

儲

口

一

間

綿

東

子

機

・

五

税

完

納

証

明

書

。

叩

鏡

れ

の

議

削

る

政

一

一

一

ポ

ッ

ブ

コ

;

ン

出

?

テ

ン

ト

ら

営

業

午

可

書

⑤

調

理

師

免

許

γ

姦
一
日
間
わ
ん
か
…
一
一
一
一
ィ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

e
7ク
ま

マ

そ

の

他

法

人

に

つ

い

て

は

一

織

U
忙
し
伽
…
U

H
山

一

一

一

か

き

機

(

各

三

口

、

発

議

機

い

合

わ

せ

を

。

な

お

、

2
間
違
山

時
噌
耳
綴
の
み
受
〕
町
一
一
一
2
台
)
、
紅
白
議

(
5枚
)

出

お

し

た

方

は

申

し

込

め

な

い

一

隔

離

町

立

札

制

一

一

一

マ

貸

し

出

し

期

間

ら

は

以

内

ヤ

受

付

綴

間

内

ノ

μ

月
初
日
(
本
)

羽
材
、
お
時
〈
内
三
な
お
利
用
幻
が
品
ず
な
っ
た
場

1
幻
日
(
木
)

間

吋

耽

ι
附

加

向

山

一

一

一

合

議

選

と

な

る

。

予

告

。

・

時

間

午

前

宮

署

道

格

、

議

A
t

三
マ
抽
選
5

3
月
日
仏
川
口
二
金
)
午

4
M吋

、

一

・

場

所

平

塚

競

輪

場

白

川
川
資
で
応
と
立
一
一
一
泊
9
寺

〈

一

二

三

口

場

市

役

所

D
会

議

す

主

(

縫

活

2
1
1
一
二
九
一
一
一
丘
)

議(認) 8時四分スタート

第 l区平塚競技場 一城島小学校 6.6km

第 2区域島小予校 穴住中学校 7_4km 

第 :)L次大住中学校 みずほ小学校 5.0km

第 4試 みずほ小字枝一吉沢ノj、学校:J.9km

第 。 区 吉 沢 小 学 校 山城中学校 5.9km

ーチーム編成監脅し選手 5、補欠 2、計 8名

居申し込み 2月25tl(.rj)午後 5時までにメンパー表

在、見UI台体育館内体苛諜へ提出。

骨精い合わせ 体育謀議話31-3060 
減 4月づ士の'1'しi之"，-;Jj.十三 3t-l 9 g寺ヵ、ら

ヲ
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止

1

一

刊

日
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教
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部

同

別

)

一

l
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批

一

訂

川

川

立
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…

一

{

レ

ザ

2

2
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川
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人
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什
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九
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日
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J
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川

H

H
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3
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7
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ロ
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「
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j
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と
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打
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一
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一
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唱
え
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時
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J
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出
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一

倍

剤
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A
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一

山

和

引
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川

町
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士

城
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…
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会

会
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…
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討
一

γ
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教
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で
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分

)

↓

乃

一

λ

口

開
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@
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。

・

9

4

一

望

雲

さ

ん

一

躍

高

対

附

判

判

岬

問

手

糊

小
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号

日

き

は

、

ず

る

き

一

語

聖

書

訴

統

選

警

護

法

入

門

}

一

ヰ

閣

一

日
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1

1

2

フ
コ

U
V
受
講
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一
万
千
円
(
前
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一
勤
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山
小
公
小

A
E宝
八

五

公

:

;

ば

受

講

生

を

募

集

す

る

。

…

章

一

一

氏

募

集

お

人

一

内

二

一

ー

い

:

;

ほ

し

い

ト

一

日

去

、

言

説

)

一

務

一

古

川

詰

Z
L
z
t
w

{
人
間
閣
と
し
て
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か
に
釜
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一
門
V

受

講

料

一

万

五

千

円

(

マ

ロ

棺

4

月

7

自

ら

9

5

μ

臼

一

城

崎

明

一

一

ン

二

平

緩
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小説，文

影の祭り 森村誠一

理母の!J: (lJl崎ずギヤニ

J抜打ち半九郎 池波止;太郎

超 常領域 半字、f 良

之〉カ守在れもi]ま 子

天[叫が降ってくる 雅彦

カム・ホーーム 増田みずヂ

東京。マエヂ、 マ ケット l]jff-i智彦

11文 Fの投入 車野

社会科学・その他

出 子jJは地 球 現 境 を 教 え る か

μ 出予告J託?

太平記の謎 邦光史郎

民高いらず也市、 持{崎努次

近 1廿今アジア探流 出中桜子

版ごしらえの官学 永山久夫

若江〉丈イヒ史 色八邸

主まかさの生活字 長嶋俊介

ドナウの東 1、持

知の時代へ のシンキング・パス

島:紘

※掲載した問書は購入したl司書の一

郎。詳しくは関諮館におたずねを。

す募集・やよいちゃん

揖 J氏、パーティ、コンサ→卜など、数多く

の懐し物が出忍されるやよいまつり(:lJ]Zl

日、汀)のコンテスト部門に出場されるノJ

を鼻聾する。

{ミスター・ミスジ ンズコンテスト}

齢は問わない" :2 rl2Bfl (二本〉までにお

市 ν込みをつコンテストは 3}j24h 

{やよいちゃん、やよいくん大集合]

やふいという名前そお持ちのJiは、やよい

まつり K革対ご存千与量「る。 3fJFJL! (金)

ごにお出し込みを。

公害事12釘フレンド 7コンサート

7青少花会館{伊勢原、主主ヶ崎、ノト!l1除、

議野、足柄と、厚木、平塚〉を利用している

青少今音楽間体の交流発表会。お出掛けを 0

2 日時 3月日日〈日) 時 ~

。会場 中央公民賠ホール

公開鰭時間

火曜日 9 時~2j時30分
(日曜日のみ 9 時~17時)

合体舘日 毎謡月帯H

公費少年金銭

平出境問町12--41 電話32 -7029 

期間 2 tJ20U (水)日〈付〉

会場 間帯賠玄関ホール

一 ……
三開館時間

火~日曜日 9時~日時'0分

(金曜日のみ 貸出室と参考室は 9 時~18時
日分〉

ずr体舘詔 毎週月暁日、月永

カE司響評轄 宇254浅間町

唱団体利市 20人以上の「万体は、七月4本務問日
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るlOH前までにお申し込みを。

合体館お 毎週月曜日、月末

い博物韻 字矧ず笠間町

ピデオ攻言語会

2月 17口から 3片山口までの持越日曜日、

ビデオ映酎による fまんが授は担し lを災

"9""0ご来場を。
f映時間日時、 14時 (2 

会場図書館 3階ホール

2月17Eヨ(穏 44卦

幸吉揺の王子、おじそう様の赤い目、いばら

姫、金色のがちょう

2月24，ヨ〈臼) 料 分

3びきの子ぷた、星のこ1スモス、ハメルン

合援をR，る会 f月とこ木選j

t，'l連載で月 ζ 木 3ぷを眺めてみる。参加日出

-li時 2j-j22tJ (金) 18持、 20時

ー会場博物館じ

寄媛ぷコーナー@平塚海浮のZ襲五審物
博物館行事である!謀殺物を拾う会lでJI"

jたした海伴での時計物を説市ずる。

期間 3 fj 1 [-1 (令) ~30日(土)

合体験生学霊安「語善努災体重完投作ろうj

版[)紙やレンズそ能って簡単な文体観(民
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島申し込み 2月25日〈月)までに住揮はが
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可投静日 土曜日 14si]'，日曜日日時、 14持

・観覧時間 45分

-盟賞料 1人100内



昼金試食〉

盤撞期(妊娠 8か月以降の方)

3 FJ25日 午 後 1時 30分 -4時

お産の進みプシと賭挫の鵡ごし方

3月 初 日 午 前 9時 30升~山時30什

志ちゃんのおふろ(実習)、お父

さんも蛸にどうぞ

観会場保纏センター

盟主的医の許可を得てからご参加

を。
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共通〉、スラックス (4 Flと2ら

[l) 、 Fふさタオル(18日と3U

日)、エプ口ン、 一角布(18f{)
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児
用
て
じ
五
一
二
ゼ
y
ト

白書寺

会場

{誠意義弱体3
智美会PARTII、コーラスみずほ、コ ルシルパ}、

コールスワン、コールそれいゆ、コールポピ一、コール

みなみはら、コール美男、コールユ一、手嘩コールグリ

ン、湘南ミロワアテ、そよかぜ、合唱パールグルー

プ花木こにコー合員部、ひばり野コ ル、ひまわり先輩

合嶋田、平塀少年少女合唱問、ふじみ野コーラス、積一1一

見台拘¥院コーラス、フラワーコール、ポコ E ア司ポコ、

まどかコーラス、コールグレース、さきとりマミ コ

ル、平塚シコニアコール、可ーァ嘩混声合唱団

い合わせ市民センター電話32---2235

ゃんノ

合平塚市高村203 日産自動車にお

勤めの小林好経さん (28歳)と志感

子さん (31歳)の長5号。身長70cm、

体重 8kg、手成 2勾10月 15[3生まれ。

ミJt〆クをよく欽み、丸々とよく太

った元気な賢人ちゃん。テレピまん

がを見ながら 1人でもお話ができる

ようになった。パパは、自作自棋の

物語を諮ってくれるし、名付け親の

ずマは毎日やさしく見守ってくれ

る。将来は、総理大臣になれるよう

な人に育てたいとパパとママ。

2ヲ(ホ) (火)

ひらつかすお渓プラザ

[内容〕

市内で生産されているパラ、

シヲン、フリージア、スイートピ一、

洋ラン、サイネリア、花現 照 前 の 展

~F 、 R[Jぅ主

とき

〈ア〉

問い合わせ 農産諜〈内綿
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中
克
公
民
館
ホ
ー
ル
で
防
災
講
構

会
が
開
か
れ
る
。
人
出
吋
白
白

門
大
地
縁
控
生
/
そ
の
と
き
ど
う
す

る
}

マ
日
時

2
月
口
日
(
日
)
午
前
日

時
S
四
時

寸
講
師
翌
字
続
大
学
教
捜
倍
北

夫
氏門

大
地
機
/
今
こ
そ
そ
の
認
の
構
え

を〕
竹

v
日
時

2
月
泣
日
一
会
)
午
後
1

時
部
分
1
3時
加
分

ヤ
講
師
帯
京
大
学
助
教
授

U
本

麗
正
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
前
災
課
間
淀
川
間

(
内
鰻
一
一
一
五
七
)
へ
。

3

制
叩
橋
二
…
ザ
は
、
市

f
一
演
は
も
と
よ
り
市

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る

車
塚
一
の
観
光
地
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
と
ト
イ
レ
は
大
変
古

く
な
っ
て
お
り
、
特
に
ト
イ
レ

は
使
い
た
く
な
い
と
患
う
ほ
ど

で
す
。
一
改
修
の
計
画
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

(
平
塚
義
援
フ
ジ
さ
ん
)

、一J
l
u

本
市
で
は
、
緑

llilJ
豊
か
で
渓
翠
に
す

ぐ
れ
た
湖
南
平
と
そ
包
田
川
辺
に

つ
い
て
、
回
一
事
長
通
じ
て
市
民

の
み
な
さ
ん
が
一
日
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
げ
る
懇
い
の
場
と
な
る

よ
う
、
自
伴
環
境
を
守
り
な
が

ら
整
備
す
る
こ
と
を
長
年
に
わ

た
り
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
度
整
備
計
調
の

概
要
が
決
ま
り
、
建
築
後
一
一
一
十

(
剖
え
は
5
月
の
場
合
は
4
月
1

日
)
午
前
8
時
加
分
か
ら
電
語
の
み

で
お
受
け
す
る
ロ
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
。

県
で
は
高
校
生
に
、
よ
り
多
く
の

社
会
活
動
に
奉
加
で
き
る
機
会
と
な

る
よ
う
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
い
を
開
く
。

マ
日
時

3
月
日
日
(
日
)
午
前
川

時
ら
今
後
4
時
却
分

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
対
象
高
校
生
以
し
L

の
青
年
二

百
五
十
人

マ
内
容
講
積
、
活
動
発
表
、
情
報

交
換
、
体
験
A
系
白
、
交
流
レ
ク
リ
エ

シ
ヲ
ン
ほ
か

マ
申
込
先
神
奈
川
県
資
少
年
総
九
円

研
静
セ
ン
タ
ー
(
電
誠
心
四
五
日

一
一
一
一
(
六
五
五
)

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

江
の
葛
女
性
映
画
祭
を
一
開
く
。
入
場

書
法

マ
日
韓

3
月
1
日
(
金
)
1
2
日

(
f

工
)

守
会
場
向
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
(
1
日
日
)
午
前
日
時
1

映
画
上
映
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
!
」

吋
戦
場
の
女
た
ち
」
「
愛
と
喝
呆
の

霊童{議計額iこ添って2まずトイレ

f})改修を。 3守家iこ完成する

と
公
衆
ト
イ
レ
の
建
て
替
え
工

事
を
最
初
に
行
っ
て
い
ま
す
。

公
衆
ト
イ
レ
は
水
洗
化
し
、

自
々
」
、
午
接
6
時
剖
分
う
女
性
映

画
人
ジ
M

1

ナ
リ
ス
ト
と
語
る
タ

ベ
、
(
2
口
臼
)
午
前
日
時
1
映
画

と
映
「
抑
呆
性
老
人
の
世
界
」
、
午

後
2
時
1
記
念
講
溝
「
心
に
ひ
び
く

映
画
」
岩
波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
高
野

泊
予
さ
ん
、
午
後
3
持
:
映
両
工
映

ベ
ジ
ュ
ソ
ア
」

マ
問
い
合
わ
せ
一
先
河
セ
ン
タ
合

組
調
整
蔀
企
画
調
整
班
(
篭
d
o四

六
一
ハ
灯
一
一
一
一
一
)

県
立
混
塚
高
等
職
業
技
術
校
ご

は
、
平
成
3
勾
泣
4
月
人
校
の
職
業

技
術
校
生
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
す
る
鞍
師
団
等

E

訓
練
期
間
i
年
実
飾
工

5
m

人
、
イ
ン
テ
ソ
ア
γ
長
日
人

・
訓
練
期
間
6
か
月
エ
ク
ス
テ
リ

ア
施
工
加
入
、
佐
官
設
備
路

r
m

入
、
プ
ラ
ン
k

施
工
別
人
、
建
設
設

十

O
¥

言
4
ノ

V
入
学
試
験

3
月
8
日
(
金
一

守
会
場
同
高
等
職
業
技
術
校

マ
願
書
締
め
出
n
J
3
月
i
H
(
金
)

守
問
い
合
わ
せ
先
同
高
等
職
業
技

術
校
(
電
語
口
l

九
一
一

J

マ
日
程

3
月
1
一
一
れ
ら
叩
即
日
の
毎
週

火
・
金
曜
日
(
全
8
刊
)

a

時
間
午
前
日
時

s
u時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
長
羽
人
(
先
着
順
)

守
申
1m完
福
祉
総
務
課
更
生
福
祉

保
(
内
結
二
一
二

一
議
綴
お
醐
糊
い
ず
乎
緩

N
T
T
Cは
、
耳
や
言
鷲
心
不
自

由
な
万
の
た
め
に
、
電
話
を
か
け
る

際
に
要
ふ
し
が
整
理
U
て
あ
る
「
電
話

お
願
い
手
帳
」
を
配
布
し
て
い
る
。

式
市
叩
弔
さ
れ
る
方
は
、
問
手
塚
支
山
口

(
官
話
お
六
つ
九
)
へ
こ
連
絡

i
一
ア
ィ
!

ギ
塚
三
一
一
?
l

ク
タ
ン
ス
の
会
で

は
、
障
害
り
あ
る
万
も
立
い
方
も

緒
に
受
し
い
ひ
と
と
き
を
週
二
す
タ

ン
ス
パ
1
テ
J

ゃ
な
開
く
。

マ

日

時

2
汚
U

A

H

(

日
)
守
後
3

時
一
ラ
7
時

マ
会
場
半
球
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん

V
会
費
文
人
一
千
円
、
中
学
生
以

下
の
万
一
千
円
(
食
事
付
さ
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
村
会
福

祉
協
議
会
(
屯
ぷ
旧
日
一
マ
一
一
二
)

E

ま
ち
か
ど
ギ
ヱ
フ
リ
1

(
安
田
市

託
銀
行
、
新
日
本
誌
券
、
山
一
社

券
、
一
一
菱
銀
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
盤
業
時
間
}
2
月
時
日
(
火
)
に
/

駐車場脇にトイレ、テレピ塔の前iこ部設
レストランを建設中。 3月末に完成
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明
る
く
清
潔
な
も
の
に
す
る
ほ

か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
本
建
築

ま
で
の
閥
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
な
い
よ
う
、
当
額
仮
設
の
も

の
を
設
震
し
ま
す
。
尚
施
設
は

三
月
中
に
完
成
し
ま
す
の
で
、

桜
の
お
花
見
に
来
ら
れ
た
こ
ぎ

に
は
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
多
く
の
み
な
さ

ん
に
気
持
ち
良
く
と
利
用
い
た

だ
け
る
公
開
酬
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
公
園
の
美

化
、
変
活
設
に
つ
い
て
ご
協
必
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
八
ム
鍾
緑
地
巻

頭
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
は
、
お
気
較
に
広
報
課
広
聴

係
(
内
線
一
一
一
五
五
)
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

平塚市美術重富所蔵作品力、ら

くヨ王室

2 16 

L) 10 [r，"!f 

与10ク〉糸]
芥ノミ jレロ
ド、 4

けれ 13持 者議縁遠議談ダー明一次，私以~
時 30好糸工 鴻鐙欝診す /丸.)y '.' kR 

持パーノレ口 ι y 

ド、 3 7 U (木) 10時-]2時平塚駅北口、 3月12

(〆く) 10除十託与30づ王子組主チノて〆ロード

oご協力あ仰とうごぎいました (1月)
敬称略

日本たばこ康業、平塚税務響、古河電気工業、エ
フゴ、誌とチタン、伊藤製パン、祷製作所、オリエ
ンタル手主主 1紫、マイルス二共、二共化成工業、ゥ
スミハム(以J得体のみ)

き手にい殺さ続にうす いた メ認定寵弘 すで悪た答つるす答てりの
はなもまのたを寝かるとでお 戸、鎌鶴畿勢 。はいのえてと。えやすご，J、
円こ矛しいか批発。ょうし母 10うi緩襲議幾懇綴"九 こな子でなし、おしつるろ学
品と f肴 た う ら す 繁 そ う し よ さ の議五波F努グ勢11少のいに、どまっ総てて)，お三
←がががこです守れにてうん新機寸劇釘よかなおしいいさくる刊母年
れ」ああ、とする却はな M か~d: ~議も戸アうヲ村明綬 うとつ民またま力んるく 1さ生

宅三三智是正害警eVI是去ヘ苦手立正ぷス〕記長記EZ2え1::詰寺会忍
すとりヨ対れがで荷の口 の 系議怒哀蕊妥協瞬怒誤認認言葉 要素しまはが今し答が/さ役者

に、う悦ま育きがで答 で山一一ι山一一がラ M なまてえあしん ι、l立
'1、気身こしでって瀬しえ は d都議も d努弘減弘ぷ級官弘さちた;君かごどさりとだし
学つ勝とてはて、調ょを な九講話議創設妄鈴翠れでのがつれなれまけったと

つなもととめでも取し答ア 吻 3 可 と で た き ま つ 1 えた コる
てり、、がんい語りたえや子 署聖書著研究所(33)5535- さた主すば何をとデえ

子二お大ねる分、いしつ供 反ないすまね圭恵き供で答:三

手書註雪切王主義喜孟EZカi ド鶴疫銃繍 号弘容 izt号主尺自主主幸

福雇主主霊急量長妥さ毛去すこら抵激りり心がラ警ぞぺ詰雪~ E主愛美 Txぎ
るえ主主 にあり Fま貯はに E手。とわ抗し、との、、町子どにとの 1えさそがJ長ろ
ょを恵 号誇れ、さち、/さ がれ ζ い国 1 奥 反 な お は て な な 、 f めんしでし
うしき っ え ば 問 ん ぶ 口 」 ん あてし綬主主しに抗りい迄つつ p つがはすで出

三青空三空~，き喜 i 妻主雪 2 三 23F 是主 i主主語長 55 定弓 ~:t長話。 YE
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